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第２回大台町まちづくりワークショップ  実施報告 

 
1 実施概要 

 

目   的 
町民の町に対する意識、将来の町に対する思い等を把握し、次期総合計画策定の基礎

資料とする。 
調査日 第 2 回 令和 7 年 5 月 17 日（土）  9：30～12：00 

開催場所 大台町役場・大会議室 
参加者 大台町に在住、在勤、在学の方 26 名（町民 22 名、町職員 4 名） 

実施内容 

第２回︓「めざすまちの姿」実現のために、何をすべき︖  
・「めざすまちの姿」を実現するために、必要な取組 

・「めざすまちの姿」を実現するために、わたしたちにできること 

 

１． 開催挨拶 

２． ワークショップの目的・進め方の説明 

３． 話し合い※ 

 ラウンド１：「めざすまちの姿」の実現に必要な取組は？ 

 ラウンド２：「めざすまちの姿」の実現に必要な取組は？ 

４． 意見整理：「めざすまちの姿」を実現するために、私たちができること 

５． 総括 

６． 閉会挨拶、記念撮影、アンケート記入 

 

※４つのテーマごとに話し合い 

テーブル A：子どもから高齢者まで生き生きと暮らせるまちづくり 
（子育て、学校・社会教育、福祉、健康、介護、医療など） 

テーブル B：安全・安心が保たれた誰もが幸せに暮らせるまちづくり 
（防災、上下水道、 新エネルギー、地域公共交通、交通安全など） 

テーブル C：産業振興と交流で活力と魅力があふれるまちづくり 
（農林水産業、商工業、観光、交流など） 

テーブル D：豊かな自然と歴史文化を未来へつなぐまちづくり 
（歴史・文化遺産、森林、生活環境、環境保全など） 

 

 
  

資料１ 
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2 参加者意⾒の概要 
 

2.1 「めざすまちの姿」の実現に必要な取組は︖ 
 
A:子どもから高齢者まで生き生きと暮らせるまちづくり 

分野 町民・地域の取組 行政の取組 

子育て ◆どんな子育て制度があるのかを

把握する 

◆地域全体で子どもたちの通学

等を見守る 

◆経済的支援 

◆公園の遊具やスポーツ施設等、子育て環境の整備 

◆小学生のバスや、JR とバスの乗り継ぎ等、通学の

利便性向上 

教育 ◆子どもの将来の可能性を広げ

るための習い事 

◆放課後の習い事や図書館等、教育環境の整備 

◆大台町の魅力や歴史や、プログラミング等を取り

入れた教育カリキュラムの改善 

食・健康 ◆地産地消・食の安全への意識

醸成 

◆農業体験や学校給食への地元食材の使用等、農

業振興の推進 

世代間の交流 ◆地域全体での高齢者の見守り ◆空き家等を活用した世代間の交流機会の提供 

 

B: 安全・安心が保たれた誰もが幸せに暮らせるまちづくり 

分野 町民・地域の取組 行政の取組 

公共交通 ◆JR やバスを積極的に利用する 

 

◆JR とバスの乗り継ぎ等の利便性の向上 

◆高齢者の買い物や通院の送迎バスの運行 

道路 ◆日頃からの危険箇所等の道路

状況の把握 

◆カーブミラーの設置、歩道の設置等、道路施設の

整備 

防災・消防  ◆全世帯への防災無線ラジオの配布や、避難所案内

看板の設置等の防災対策の推進 

生活安全・交通

安全 

◆空き家について積極的に窓口

に相談し提供する 

◆地域の方による子どもたちの見

守り 

◆草取りの定期的な実施 

◆空き家強制撤去の条例化や空き家の積極的な活

用 

◆緊急時の連絡先や相談窓口をわかりやすく整理 

◆シニア人材等を使った草取りの実施支援 

上下水道 ◆生活排水を少なくし、節水の意

識を高める 

◆水道の老朽化への対応（維持管理） 
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C: 産業振興と交流で活力と魅力があふれるまちづくり 

分野 町民・地域の取組 行政の取組 

観光 ◆当たり前に思っている自然を生

かしていく努力をする。 

◆四季を活かした大台町の魅力

を、SNS 等を活用して発信 

◆既存の資源を活用した観光モデルルートの作成 

◆町内だけでなく近隣市町も取り込んだ観光 

◆観光 PR を推進する（パンフレット、駅看板、史跡案

内看板の充実、YouTube の活用など） 

商工業・雇用 ◆空き家バンクを積極的に活用 

 

◆自然とのバランスを取りながら企業誘致や、林業

等への雇用の創出を進める 

◆買い物施設や娯楽施設を作る 

◆空き家バンクを活用した移住者の居住地確保 

 
D: 豊かな自然と歴史文化を未来へつなぐまちづくり 

分野 町民・地域の取組 行政の取組 

自然 ◆自然を生かした遊びや活動を

積極的に体験する 

◆自然という財産を大切にする 

◆ユネスコエコパークを周知する 

◆公園やキャンプ場等の整備を推進する 

◆自然を活用した学校教育 

伝統 ◆子どもたちに熊野古道や伝統

行事等の歴史文化を継承していく 

◆文化遺産の案内人の育成や歴史文化施設の管理

等による歴史文化の継承 

◆外国の人にも魅力が伝わるように歴史文化の案

内板の多言語表記 
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2.2 「めざすまちの姿」を実現するために、私たちができること 

 
A:子どもから高齢者まで生き生きと暮らせるまちづくり 

分類 私たちができること 

交流 ・思いやりの心を持ち、地域の人とのコミュニケーションをしっかりとる。 

・地域行事やイベント、ボランティアに積極的に参加する 

地産地消 ・食の安全などについて少しずつでも意識を高める有機農家の方を応援するために

も、大台町の農家の野菜を積極的に購入する 

 
B: 安全・安心が保たれた誰もが幸せに暮らせるまちづくり 

分類 私たちができること 

防犯 ・人と人とのつながり。会う人とあいさつ。顔のみえる関係づくり 

・高齢者への声かけ・子どもの通学路の安全指導 

・普段から地域の子どもや親と交流の機会を増やしておく 

住環境 ・整備のために行う空き家の解体への協力 

・空き家バンクなどの制度を知る・活用する 

 
C: 産業振興と交流で活力と魅力があふれるまちづくり 

分類 私たちができること 

PR ・大台町の魅力を町外および全国に発信し続ける 

産業 ・大台町の生産木材を活用する 

・地元の特産物を友達へのおみやげに渡す 

観光 ・多くの人に大台町の観光の魅力を伝える。 

・自ら大台町観光をしてみる 

・行ったことない地域観光施設に訪れてみる 

 
D: 豊かな自然と歴史文化を未来へつなぐまちづくり 

分類 私たちができること 

ごみ処理 ・生ゴミを減らす。 

・資源のリサイクル 

・環境への負荷を少なく 

自然環境 ・自ら大台町の自然にふれる・魅力を見つける 

歴史文化 ・大台町の伝統を理解する 

・地元歴史の学習と子孫への伝承 

・地域の行事に参加する 
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3 模造紙の意⾒の整理（バックデータ） 
3.1 「めざすまちの姿」の実現に必要な取組は︖ 

 
A:子どもから高齢者まで生き生きと暮らせるまちづくり 

分野 町民・地域の取組 行政の取組 

子育て ◆少子化対策 

・子どもをたくさん産み育てる 

・どんな子育て制度があるのかを把握

する 

◆地域の見守り 

・地域全体で子どもたちの通学等を見

守る 

◆経済的支援 

・子育て世帯への各種無料化等の支援 

◆子育て環境の整備 

・公園の景観や遊びやすい遊具の整備 

・スポーツができる施設を作る 

◆通学の利便性向上 

・小学生を全員バス通学にする 

・通学に便利なように JR のダイヤを見直す 

教育 ◆子どもの将来の可能性 

・プログラミング等を習い事等に取り入

れて、子どもの将来の可能性を広げる 

◆教育環境の整備 

・放課後の習い事等を充実させ、さまざまな体験

ができる機会をつくる 

・図書館（勉強スペース、フリーWi-Fi 完備）を

作る 

◆教育カリキュラムの改善 

・歴史を未来に語られるような教育 

・プログラミングを学校教育に取り入れる 

・大台町の魅力について体験しながら学ぶ 

食・健康 ◆地産地消・食の安全への意識醸成 

・地元の食材を使う、食べる 

・安心・安全な食を心掛ける 

・有機野菜の栽培 等 

◆農業振興の推進 

・学校給食に地元産の有機食材を使う 

・子どもに農業体験をさせる 

・農業従事者への支援 

世代間の交流 ◆交流の場の提供 

・共同生活ができる場所の提供 

・高齢者を外出するように促す。（散歩

やボアランティアへの参加等） 

・地域全体での高齢者の見守り 

◆交流機会の提供 

・小中学校と地域住民との交流を増やす 

・ひとり暮らしの高齢者の集合住宅を作る 

・空き家を活用した世代間交流の場を作る 

情報発信  ・SNS 等を使って魅力を発信する 

・AI を活用する 
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B: 安全・安心が保たれた誰もが幸せに暮らせるまちづくり 

分野 町民・地域の取組 行政の取組 

公共交通 ◆積極的な利用 

・車だけでなく、バスや JR に乗ってみる 

・どこにバスが通っているかを把握し、

利用する 

◆利便性の向上 

・JR・三交バス・町営バスの乗り継ぎをよくする 

・高齢者の買い物や通院の送迎バスの運行 

◆観光客向けの整備 

・空港や新幹線などの移動手段を整備して遠方

からの観光客が来やすくする 

道路 ◆日頃からの道路状況把握 

・交通危険箇所を日頃から把握してお

く 

・道路状況を行政に報告する 

◆道路施設の整備 

・カーブミラーの設置等、危険箇所を把握して改

善する 

・歩道の設置 

※全ての道に歩道を設置すれば安全に歩けて

運動不足解消につながる 

防災・消防  ◆防災対策の推進 

・全世帯に防災無線ラジオを配布する 

・避難場所等の案内看板の設置場所の検討 

生活安全・交通

安全 

◆空き家の積極的な提供 

・空き家について積極的に窓口に相談 

・空き家を高齢者の居場所づくり等に

提供 

◆地域の見守り 

・地域の方による子どもたちの見守りを

増やす 

◆草取りの実施 

・道路や電線の安全のため草取りをす

る 

・雑草の処理を自分たちで定期的にす

る 

 ※誰でも参加しやすい雰囲気づくり 

◆空き家の積極的な活用 

・空き家活用の支援・体制づくり（休憩スペース、

高齢者の見守り拠点、イベント実施スペース等

に活用） 

・空き家強制撤去を条例化する 

◆生活安全対策 

・緊急時の連絡先や相談窓口をわかりやすく整

理 

◆草取りの実施支援 

・シニア人材を使うことで雇用創出 

上下水道 ◆節水の意識を高める 

・生活排水を少なくする 

◆維持管理 

・水道の老朽化への対応 

その他 ・要望や意見をきちんと述べる 

・もしものときの連絡先をわかりやすく

整理しておく 
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C: 産業振興と交流で活力と魅力があふれるまちづくり 

分野 町民・地域の取組 行政の取組 

観光 ◆環境、観光資源の見直し 

・当たり前に思っている自然を見直す 

・自然を生かしていく努力をするべき 

・グリーンビューを大切にする 

・あえてレトロ感を出す 

・土産店を増やす 

 

◆環境整備 

・町内だけでなく近隣市町も取り込んだ観光 

・現地の環境整備 

・町内の商業観光業の活用 

・観光のモデルルートを作る 

・宮川の活用 

・特産品の開発 

・史跡保全の支援 

◆情報発信 

・四季を活かした大台町の魅力を、

SNS 等を活用して発信 

・地域住民の前向きな考え方が重要 

・素晴らしい自然をいかにしてアピール

していくか 

・自然をイラスト等にして（できる人が）

発信 

◆情報発信 

・観光 PR を推進する（パンフレット、駅看板、史

跡案内看板の充実、YouTube の活用など） 

・個人での情報発信は難しいので、行政側が積

極的に 

・各種情報誌等に掲載してもっと広めてほしい 

商工業・雇用 ◆起業 

・空き家バンクを積極的に活用 

 

◆雇用の創出 

・自然とのバランスを取りながら企業誘致を進め

る 

・林業への町外からの雇用を創出 

◆商工業の振興 

・買い物できるところ遊べるところをつくる 

・来てもらおうと思っても交通アクセスが悪いの

で公共交通の充実 

・小さな雇用が少しでも生まれるように、観光・商

業の発展 

◆移住者の居住地確保 

・移住者が住める住宅、アパート等の建設（空き

家バンクを活用） 

その他 ・都会に戻りたくなくなるような取組 

・大台町特産お土産コーナー 

・木工体験コーナー 

・従来のことをやっていては観光振興成り立たな

いので、固定概念を払拭してアイディアを出し

ていく（熊野市の「きらずの森」＆「丸山千枚

田」の例） 

・行政のリーダーシップが必要 

・予算がないなどの言い訳をしない 

・中途半端な補助金を行政が入れるのはかえっ

て負担になる 
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D: 豊かな自然と歴史文化を未来へつなぐまちづくり 

分野 町民・地域の取組 行政の取組 

自然 ◆積極的に体験する 

・山の中での遊びを積極的に体験する 

・清流宮川の鮎を使った鮎料理の体験 

 

◆自然環境を守る 

・子どもたちが自然の中で遊べるよう

な環境を守る 

・自然という財産を大切にする 

・水を守る、ゴミ拾い活動等をする 

 

◆林業 

・森林整備体験 場所・安全に配慮 

・活性化森林の手入れをして木材の価

値を上げる 

◆ユネスコエコパーク 

・ユネスコエコパークの周知 

・熊野古道の定期的な掃除や整備 

・せっかくの世界遺産なので来訪者ががっかりし

ないように 

・町外、県外の方に来ていただくために、宿泊施

設やお土産の充実 

・六十尋滝その前の岩を奏る 

◆環境整備 

・公園がさみしいので緑を増やしたり、癒しの空

間になってほしい 

・自然の木や動物を守る 

・川沿いの樹木を落葉樹に 

・トイレの増設 

・キャンプ場の整備 

・公園等を大事にすべきだが、新しく手を加えて

いくべき 

◆自然を活用した教育 

・学校教育の中での自然体験 

伝統 ◆歴史文化の継承 

・減少している伝統行事を実施し、地域

のつながりを強化 

・地域行事の範囲を広げて開催 

・継ぎ手の育成 

・子どもたちに熊野古道等の歴史文化

や伝統等を継承していく 

・日本の文化についての教育 保育園、

学校での年節行事を楽しむ 

・業者間同士で共通の銘菓を作る 

・近隣町を巻き込んで、盆踊りの保存

会を作るべき 

◆歴史文化の継承 

・北畠家臣吉田大悪才の歴史館 

・柳原観音の再生 

・文化遺産の案内人の育成 

・戦争資料館「三重日輪兵舎」を町で管理 

・観光資源の開発を進める。滝・名所 エコパー

ク 

・大台町の歴史文化財産を町民に周知 

◆インバウンド対応 

・外国の人にも魅力が伝わるように歴史文化の

説明の看板に英語の分を中国語 

 

生活環境 ・生ゴミに対する理解を進める 

・自然と生活のつながりへの理解 

・大台と宮川の交流 

・子どもたちと一緒に、地元の木材でロ

グハウス作りアスレチック作り 

・杉、桧の削減 

・SDGs ゴミの分別ですがリサイクルされるもの

が少なく感じます。衣類金属、ビン類、可燃ご

み、分別について検討する。 

・太陽光ソーラーではなく、有機栽培の農地へ 

・高齢者の移動手段の検討 
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分野 町民・地域の取組 行政の取組 

・歩道をつくる。全ての道に横断歩道作ってほし

い。 

・雑草処理 空き家の整備 

その他 ・鮎、川遊び マス釣り 食卓（レストラ

ン） 

・ダムや川へいきやすい又、広場がほし

い 

・大杉谷の整備 

・シカ、イノシシ駆除＋食べる シカバー

ガー 

・農業への支援 

・キッチンカーで他市町へアピール 
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3.2 「めざすまちの姿」を実現するために、私たちができること 
 
A:子どもから高齢者まで生き生きと暮らせるまちづくり 

 
分類 私たちができること 

交流 ・地域の人と会ったらあいさつをする。コミュニケーションをとる 

・あいさつをする 声掛けをしていく 

・思いやりの心 

・地域イベント、ボランティアに積極的に参加する 

・行事に積極的に参加する 

地産地消 ・大台町産の食材を使う 

・大台町の特産品を食べる 

・食の安全などについて少しずつでも意識を高める有機農家の方の応援するために

も、その方の野菜を積極的に購入する 

健康 ・健康寿命をのばす意識変化取組 

教育 ・金融教育 

その他（要望等） ・子供達から高齢者の方々と一緒に楽しい時間を過ごせる交流拠点を増やして欲しい

と思います 
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B: 安全・安心が保たれた誰もが幸せに暮らせるまちづくり 

 
分類 私たちができること 

防犯 ・人と人とのつながり、会う人とあいさつ、顔のみえる関係づくり 

・高齢者への声かけ・子どもの通学路の安全指導 

・普段から地域の子どもや親と交流の機会を増やしておく（防犯） 

・核家族、個人が優先される中、地区（字）町等 町民その他のネットワークの必要性を

痛感しています。特に高齢化率の高い大台町ですから、人のまとまりが大事ですし、見

守り隊としてしっかり、作っていければと思います。できる限り、参加していきたいと考え

てます。 

住環境 ・整備のために行う空き家の解体への協力 

・空き家バンクなどの制度を知る・活用する 

その他（要望等） ・「これで良いのか？」の精神 

・僕もプライベートで車を運転しますが仕事上で送迎等をして居ますが悲惨な事故が

起きたりして居ますが子供達高齢者の為に手を上げて居るにもかかわらず停止しない

車を良く見ます。安全対策をして頂きます事を願います 
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C: 産業振興と交流で活力と魅力があふれるまちづくり 

分類 私たちができること 

PR ・大台町の良さを発信し続ける 

・大台町の魅力を町外および全国のみなさんに発信していくこと 

・大台町外の人へ大台町の「自然」を伝え（宣伝して）「林業」という仕事につなげ移

住まで 

産業 ・大台町の生産木材を活用する事、行政も！ 

・地元のおすすめのものを友達へのおみやげに渡す 

・常に「町外の人の立場から、必要な農産物（産品）は何か」を考える 

観光 ・多くの人に大台町の観光の魅力を伝える 

・自ら大台町観光をしてみる 

・行ったことない地域観光施設に訪れてみる 

・しかバーガーを食べる 

その他（要望等） 工業団地の増設、企業誘致（製造業）環境重視が条件 
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D: 豊かな自然と歴史文化を未来へつなぐまちづくり 

分類 私たちができること 

ごみ処理 ・生ゴミを少なく資源のリサイクル環境への負荷を少なく 

・生ゴミに対する理解 

・次から次へと物を買わない 

・ラップを使わない 

自然環境 ・公園整備の企画への参加・何を置く（遊具）・何をする場にする 

・地域の活性化 耕作放棄地に桜を植えて憩いの公園を作る！ 

・自ら大台町の自然にふれる・魅力を見つける 

・熊野古道の整備 

・自然を楽しむ 

・草とりをする 

歴史文化 ・お勉強をする 

・大台町の伝統を理解する 

・地元歴史の学習と子孫への伝承 

・地域の行事に参加する 
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町民と行政が一体となって取り組むまちづくり 

分類 町民・地域の取組 

情報・デジタル化 ・SNS を活用して大台町の情報をアップする 

・大台町の魅力を伝えていく 

・四季折々の山の景色を楽しめる大台町を発信していく 

 

協働 ・不満点や改善点を積極的に声にだす 
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5 実施状況写真 
 

 

 

  


